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鷲津配水池耐震補強工事
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事業番号 101 平成２４年度事業評価シート　（平成23年度事業の評価）

事業名 鷲津配水池耐震化事業 担当課 水道課

事業期間 開始年度 平成22年度 終了予定年度 平成23年度 担当係 工務給水係

総合計画

めざすまちの姿 ３　安全で安心して暮らせるまち

目標 ①　自然災害に備える（防災）

成果指標

耐震率＝発生せん断力÷許容せん断力
中間目標
 （H27)

最終目標
（H32)

補強前：73.2% → 補強後：100.8%

予算区分
一般会計 資本的支出 建設改良費 水源改良費

細事業

位置づけ
関連計画

根拠法令 水道施設の技術的基準を定める省令

実施主体 その他

実施方法 市が直接実施・運営 一部又は全部委託 指定管理 その他（

対象（誰のため） 全市民 特定の市民 特定の団体 その他

事業費
5,690 96,620 （内訳）

事業の目的
（何のため）

配水池の耐震化を図り、水の安定供給に資する。

内容（概要）
既設配水池の周囲に高耐力マイクロパイル口径219mm×長さ10.85mを46本を打ち込み、コンクリート基礎を増し打ち
することにより耐震率を向上させる。

これまでの改善・
見直しの状況

3,360 75,047 72,632

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成２３年度事業費

財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

一般財源

2,415

県支出金 1,120 20,805

その他

2,240 54,242

職員人件費 4,671 5,376 0 　人工 0.6

工事請負費

委託費



３．事業の評価

事業の実施状況

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

活
動
指
標

内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 達成率

耐震補強計画策定 式
1

100%1

―
1

実施設計、耐震補強工事 式
1

効果額
H24-H23
（千円）

判定理由

実
績
・
改
善

平成23度
活動内容

既設配水池の周囲に高耐力マイクロパイル口径219mm×長さ10.85mを46本を打ち込み、コンクリート基礎を
増し打ちすることにより耐震率を向上させた。

課題・問題点
となった事項

都市公園内ということもあり進入路が未整備であった。

どう対処したか 公園担当課と綿密に協議し、公園機能を壊さないよう作業用道路を整備した。

改善点

事業目的の
達成状況

大きな変更もなく、設計に沿った施工ができた。

※必要性
事業を廃止・休
止したときの影響

平成21年度の耐震診断で、設計水平震度0.36(360gal)で杭基礎の耐震性がないと判定されているため、地震
時に配水池にクラックが発生し、漏水する恐れがある。

判定 市事業主体

自
己
評
価

今後の方向性 平成23年度で事業完了

事業完了


